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安全管理強化・工事総合管理シ
ステム 「Orpheus-3D」(オル
フェウス スリーディー)

三次元情報を活用する安全管理強化&工事総合管理
システム

技術概要 2 説明資料 4

2 CG-210008 - A
モルタル製緑化基礎工を用いた
キョウジンガー(植生マット)工

植生マットに備えたモルタル袋により等高線状の
小段を形成し、耐侵食性を高めた法面緑化工

技術概要 24 説明資料 26

3 KT-230004 - A 軽量型枠システム「ＤＵＯ」
部材数が少なく軽量・組立が容易で、70～100回転
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枠
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6 QS-200022 - VR
ARを活用した見える化工事看板
「ARIBO(アリボ)」

AR(拡張現実)・3D・ナレーション等を駆使して完
成予想図等を判り易く周知する看板

技術概要 69 説明資料 71

7 QS-200057 - A
全自動ピット式タイヤ強力洗浄
機(BrushPIT)

可動部を持たない前後方向から噴射洗浄を行う
ピット通過型洗浄機

技術概要 79 説明資料 81

8 KT-230018 - A
無線遠隔操作式ドリルロッド着
脱機

ロッドハンドリングシステム 技術概要 93 説明資料 95

9 CG-220026 - A
ダンプトラック荷台の土砂付着
防止製品【楽フロン】

ダンプカー荷台に装着することにより土砂の付着
を防止し，荷台の清掃不要，運搬ロスを削減す
る，高寿命・高性能な製品

技術概要 101 説明資料 103

10 CB-230006 - A
FEP管（スパイラル形状）取付工
法 ：PLジョイント／BPtype

地中梁貫通部施工のFEP管（スパイラル形状）の接
続固定

技術概要 110 説明資料 112

11 KT-220232 - A
上部障害クリア工法（U形鋼矢板
500mm・600mm対応）

500mm・600mmのU形鋼矢板に対応した空頭制限下で
の圧入工法

技術概要 121 説明資料 123

12 SK-220009 - A N・Sグリッド工法
CFRPグリッドとフライアッシュ入りポリマーセメ
ントモルタルによる増厚補強

技術概要 133 説明資料 135

13 KT-190051 - A パーマロックASFシリーズ

薬液注入の劣化要因であるアルカリをイオン交換
法により除去して得られた活性シリカコロイドを
ベースとした溶液型恒久グラウト(活性複合シリカ
グラウト)

技術概要 145 説明資料 147

14 CB-220033 - A
無機系注入方式アンカー　ケミ
カルアンカー・MLタイプ

計量が不要で且つコンクリート孔に直接充填可能
な無機系注入式あと施工アンカー

技術概要 156 説明資料 158

15 KT-180050 - A SDM-Fit工法 複合撹拌型低変位深層混合処理工法 技術概要 165 説明資料 167

16 CG-210016 - A
耐震耐風目隠し通風フェンス
（カクスルー）

耐震耐風設計を施しJIS準拠荷重試験及び衝撃試験に合格した、防
犯・プライバシー保護及び立入防止目的で設置する全方向100％目
隠し通風アルミフェンス。

技術概要 180 説明資料 182

17 KT-180111 - VE 地上・地下インフラ3Dマップ
多配列地中レーダー技術と点群レーザー測量を用
いた地上、地下情報を3D映像として一元管理が可
能なシステム

技術概要 188 説明資料 190

18 QS-170042 - VE ARハンマ工法 市街地対応型全地盤対応掘削機 技術概要 198 説明資料 200

19 QS-220006 - A
魚群探知機を用いたダム貯水池
３Dマッピング技術「Nソナー」

魚群探知機を用いて，簡便にダム貯水池・河川水
底の地形図を作成する技術

技術概要 209 説明資料 211

20 KT-190094 - A
磁気ストリーム法による橋梁の
PC鋼材破断検査法(SenrigaN)

橋梁内部のPC鋼材の破断箇所について、磁力の減
衰傾向から自動判断する非破壊検査方法

技術概要 225 説明資料 227

21 KK-220008 - A
景観配慮型特殊堤「シーウォー
ル」

命と景観を守る特殊堤 技術概要 233 説明資料 235

22 KT-210067 - A
道路橋用ハイブリッドジョイン
ト3LⅡAタイプ

止水性能を大きく向上させ、かつ耐荷能力に優れ
た道路橋用伸縮装置

技術概要 246 説明資料 248

23 KT-210010 - A
油圧ショベル用油圧式クイック
カプラ

油圧ショベルアーム先端に油圧自動接続式クイックカプラを装着
することにより、安全かつスピーディな油圧アタッチメントの交
換作業を実現、現場での安全性及び生産性を飛躍的に向上する
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技 術 概 要 
 

技術名称 
ARを活用した見える化工事看板 

「ARIBO(アリボ)」 

担当部署 営業 

担当者 田村 

NETIS登録番号 QS-200022-VR 電話番号 099-296-1234 

会社名等 株式会社ショーワ MAIL info@k-showa.net 

技術の概要   1. 技術開発の背景及び契機 

国土交通省では、見える化計画により工事に関する情報を分かりやすく提供する 

「見える化・見せる化」の取り組みを推進しています。特に、一般の皆様にわかりや

すくするため、様々な表示を工夫し、改善することが求められています。ARによりこ

れらの問題を仮想空間で表現が自由にできます。 

 

2. 技術の内容 

【次世代型の工事看板】 

スマートフォンを通して見た風景上に、その場所に関する情報を重ねて表示すること

で、空間を仮想的に拡張します。工事看板という限られたスペースにARを適用するこ

とで、細かい説明を加えることができるようになります。 

 

3. 技術の効果 

「何の工事をしているの?」「何の役に立つの?」「いつになったら終わるの?」等、地

域住民の方へわかりやすい周知や工事の理解を促進するツールとして効果的です。 

 

4. 技術の適用範囲 

◼ 道路、河川等の改築工事や交差点改良工事等の現場 

◼ 都市部の現場 

◼ 周辺住民の理解や協力が必要な現場 

◼ 規制案内や工事進捗（随時更新も可） 

◼ チラシ配布が困難な場所（ex.ポスティング禁止 マンションなど） 

◼ 工事規模が大きく、工期が長い現場 

◼ イメージアップが必要な現場 

◼ 電気が来ていない、または、取れない場所（デジタルサイネージ（電子

看板）用の電源が取れない現場） 

◼ 水中・地中・コンクリートの中等、普通は見えない部分を判り易く説明

したい現場など。 

◼ SNSと連携により、過疎地や非居住地現場の情報発信も可能。 

◼ 発注機関や施工者のホームページ掲載など広報告知ツールとして利用可

能。 

◼ スマホをツールとして使用することで、学生が工事現場に興味を持ち、

建設業へ親しみを感じて、モノづくりの素晴らしさを感じるきっかけと

しても期待ができる。 

◼ 字幕やナレーションを入れることで、耳が聞こえない方、目が見えない

方にも利用可能。外国からの観光客の多い所は多言語対応しています英

語中国語韓国語字幕など。 

    
※携帯電話の圏内(安定的にデータ通信ができる場所)に限る。 
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5. 活用実績（2023年8月1日現在） 

 
6. 写真・図・表 
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��������	
�
�
�

������
���
����	�
���������

()*+,̈ ��	
 -×¹�� 
̈Ô��	
1

�

� ��²��²��²��²��� Û̈ßà¼½��� ��� �̈��  !"# $̈%Å&'ç()à��� *+,-Å¼½Ñ. ,̈-/0123456� 789:;ç<=à�>/?@ABCtwsqDE Fs9GsàH6� ¼½*IçJKÆ²¼LçMÔ��� NrpO.uPç()à��� QRçSÓÔàÔ²ÕÝ3²ÍêàÔ�> /TOUVWNXpO/QYZ[6� Q̈\çÍêàÔ��6� ]^Ê_^Ềsa/pb̈ ^�²c¯3³ à́Ô�ÃÂd»eÆfgÒÝÔ��àHÖ� hih2jk¹º»²lm_Åno"_�� À̈Ápq45rÖ� pst¾Åu¼v ẅpxypOz{àH|Á}~�pV2ÒÓ��5rÖ� CFwÂ�pV2ÒÓ��¿µæ2±²��ç¼½��¹��Â��²�����ÒÏÂ��Ó²���Æ»̈ ��éÒ�Â��µK�Ä�2ÒÓ4L�ç±KµÖ� ��Å��p9GsÂ�êµæ2±²�ç�ǽ àÔ�²©ç³ à́Ô�¹4��5rÖ�k Q¡ ¢̈--£¤ª¹TpŪ qç±Kµ�>1¹¥µÖ
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技 術 概 要 
 

技術名称 ロッドハンドリングシステム（RHS) 
担当部署 マーケティング室 

担当者 奥津 健太郎 

NETIS登録番号 KT-230018-A 電話番号 03-6907-7516 

会社名等 鉱研工業株式会社 MAIL okutsu@koken-boring.co.jp 

技術の概要 １．技術開発の背景及び契機 

ボーリング業界での担い手不足の一因として、怪我や肉体労働での疲労があり、その大

半がロッド接続時の挟まれ・巻き込まれ・転倒であり、それらは全て人間が介在する事が

原因です。 

人間が直接ツールスに触れる事無くロッドを摑み・接続位置に移動・接続を行うような

機械開発で人手不足解消となる事を考え開発しました。 

 

 

２．技術の内容 

この商品は、Safety・Save・Satisfactionの3Sをテ-マとして日本のボ-リング市場へ向

けて開発をいたしました。 

外国製ロッドハンドリング装置は油圧ショベルが べ-スマシンとなっており、基本動作

はブ-ムシリンダ-、ア-ムシリンダ-、バケットシリンダ-それぞれが円弧状の動作をするた

め垂直に動かす際にはその3つのシリンダ-をジョイスティックにて操作しなければならな

いため、操作＋回転＋旋回を行う事が困難で、掘削オペレ-タ-よりも技能を要し人員確保

が難しくなります。 

当社の鷲摑はその操作性の難しさを排し、優しく操作出来る様、直線的動作を基本とし

ておりますので、トレーニングを行なえば操作可能な機構となっています。 

しかもリモコン操作式で乗車不要の為ドリリングマシンの機側で操作可能なのでロッド

ネジの噛み合わせを目視出来、安全かつスム-ズにロッド接続、切り離し、収納操作が行え

ます。 

ロッド把持部および取付部の伸縮機構、回転機構、首振り機構、スライド機構、ダンプ

機構によりロッドがどんな姿勢にあっても、ロッドを把持することが出来、把持したロッ

ドを掘削機の如何なる姿勢に合わせることが可能となり、事故の要因となる作業者による

ハンドリング作業を削減することが出来る機械です。 

 

 

３．技術の効果 

ロッドハンドリング装置が自走可能な作業車に取付けられているため、ロッドハンドリ

ング装置を掘削機に併設する必要がなく（現場での組立設置不要）、掘削機と離れた場所

にあるロッドの供給・回収が可能となります。 

 

 

４．技術の適用範囲 

本技術は、ボーリング作業時のロッドの着脱や継ぎ足しを無線遠隔操作により自動で可

能とする技術です。従来は人力作業で対応しておりました重量物のロッドを手工で扱う作

業；アンカー工、鉄筋挿入工、集排水ボーリング工、地盤改良工、マイクロパイル工、地

質調査、さく井工事、等にご活用できます。 

 

 

５．活用実績（2023年11月28日現在） 

 自治体：7件 

     九州地方：マイクロパイル現場；2件 アンカー現場；1件 

     関東地方：アンカー現場；1件 ジェットグラウト先行掘削現場；2件 

     中国地方：ジェットグラウト先行掘削現場；1件 
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６．写真・図・表 

 

 

 

 

人力で運搬 
から 
機械で運搬へ 

指つめ注意箇所 

【新技術】 【従来技術】 

無線遠隔操作式ドリルロッド着脱機で手元作業員の負荷削減 

人力で運搬 機械で運搬 
  

作業員２名 
から 
作業員１名へ 

作業員２名 作業員1名 

無線遠隔操作式ドリルロッド着脱 

腰の怪我および重量物落下による怪我の消滅 

作業員１名分の経費削減 

捲込まれ注意箇所 

人力で把持 
から 
機械で把持へ 

Safety！ 
Save！ 
Satisfaction！ 
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技 術 概 要 
 

技術名称 
ダンプトラック荷台の土砂付着防止製品
【楽フロン】 

担当部署 neXt事業部レーザ技術研究室 

担当者 和鹿 公則 

NETIS登録番号 ＣＧ－２２００２６―Ａ 電話番号 082-837-1517 

会社名等 株式会社ヒロテック MAIL washika@hirotec.co.jp 

技術の概要 １．技術開発の背景及び契機 

土木建築業界においては、土砂貨物等の運搬において、ダンプカー等荷台への付着残土に

よる運搬効率が悪化するという問題が慢性的に存在する。これにより、過剰な運搬回数の

増加や、荷台の付着残土除去のための清掃による運搬稼働率の低下、車両消費燃料の増加

等の問題を抱えている。当然のごとくこれらの問題は、高コスト化やCO₂排出量増加を招い

ている。また、同問題を解決するため、荷台表面への潤滑素材の貼り付けや塗布等が試行

されているが、画期的な効果が得られず、革新的な技術による問題の解決が望まれてい

る。 

しかしながら、同問題を解決すべき効果的な対策がないのが現状である。 

 

２．技術の内容 

本技術は，高強度の接合技術により，高潤滑材であるフッ素樹脂と金属を接合し，土砂を

荷降ろしする際のダンプカー荷台の土砂の付着防止を図る技術である． 

本製品を荷台隅角部に取り付けることで，土砂付着ロスを削減し，燃料削減による省エネ

及び環境保全が期待できる． 

 

３．技術の効果 

本製品をダンプトラックの荷台隅角部に取り付けることで，土砂を荷降ろしする際のダン

プカー荷台の土砂の付着防止を図り，全量が荷下ろしできることで 付着ロスの削減，荷台

清掃や過剰運搬の防止，燃料削減による省エネと環境保全に貢献 

 

これにより，実地検証で確認した土砂運搬のダンプトラック積載量5～10％の土砂付着ロス

が削減され，年間約3,500ℓ/台の過剰運搬による車両燃料の抑制が可能 

①従来比5～10％の使用燃料削減による省エネと環境保全 

②荷台清掃や清掃に伴う落下事故防止，過剰運搬の防止，労働時間短縮及び会社経費の削

減を実現 

土木建築業界で慢性的に抱えていたダンプカー荷台の残土問題が解消，今後の普及により

更なる効果の拡大が期待できる． 

その他，従来、課題となっていたダンプトラック荷台に10％の土砂貨物が付着した状態で

余剰運搬を行った場合，車両燃料のみならず，走行による過剰CO₂排出量は，70,444 kg/

台・年に上る．楽フロンを装着することで，6.8 t/台・年以上のCO₂排出量削減が可能とな

り，SDGsの推進を後押しし，地球環境改善に貢献できる． 

 

４．技術の適用範囲 

土砂の搬出，搬入を伴う作業現場及び，ダンプトラックの運搬 

 

５．活用実績（2023年10月20日現在） 

 

国の機関 ２ 件 （東日本高速道路㈱関東支社（国土交通省委託），独立行政法人 鉄道建

設・運輸施設整備支援機構 ） 民間 １ 件 （三井不動産レジデンシャル(株) ） 
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６．写真・図・表 

フッ素樹脂の土砂付着防止効果ダンプカーからの荷下

ろしは，荷台の片側（通常，前側）を持ち上げ傾ける

ことで，重力により積み荷を滑り落とすため，ステン

レス鋼板に取り付けたフッ素樹脂（PTFE）について，

粘性土の滑り落ちやすさを評価した．評価に際して

は，劣化年数の異なる供試材を準備し，試験を行っ

た．① 試験概要粘度の高い荒木田土550gに異なる量

の水分を含ませ，本製品上に置き，水蒸気の発生によ

る乾燥を防ぐためラップをかけ，1時間養生した後，

毎秒1cmの速度で試料端部を上昇させ，土が滑り落ち

始めるまでの時間を計測した② 試験結果本製品を装

着した試料とステンレス鋼板（本製品非装着）を比較

すると，特に付着しやすいと見られる塑性状態で水分

が多め（同30％）の条件では，2～5 年相当の劣化状

態で1/3～1/4の大きな差が見られ，本製品の優れた性能が認められる結果とな

った1.試験実施日：2021年3/1～3/12及び2021年12/8,10,13,232.試験場所：大

林道路㈱技術研究所（東京都清瀬市）3.目的：土砂の付着抑制性能の評価4.試験方法：試験体に載せた土

砂の滑り落ち易さをすべり始めるまでの時間を計測評価5.結果：別記6.考察：楽フロンとステンレス板を

比較すると，特に付着が問題となりやすいであろう塑性状態で水分が多め（含水比30％）の条件では，2

～5年相当で1/3～1/4と大差があり，PTFEが土砂の付着抑制に優れた効果があることがわかった。

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３：楽フロン設置有無による荷台状況 

図１：効果検証実験 

表１：効果検証実験結果 

図２：効果検証実験結果 

図４：楽フロンカタログ  図４：2022年度省エネ大賞受賞 
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Introduction to Hirotec Worldwide Operation Page 2
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Introduction to Hirotec Worldwide Operation Page 3

CONFIDENTIAL

Introduction to Hirotec Worldwide Operation Page 4

CONFIDENTIAL
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Introduction to Hirotec Worldwide Operation Page 5

Introduction to Hirotec Worldwide Operation Page 6

PTFE 1,000mm( )
90mm( ) 1mm( )

SUH409L 1,000mm( )
100mm( ) 1mm( )
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Introduction to Hirotec Worldwide Operation Page 7

25mm 120N

Introduction to Hirotec Worldwide Operation Page 8

30 2 5 1/3 1/4
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Introduction to Hirotec Worldwide Operation Page 9

Introduction to Hirotec Worldwide Operation Page 10

97,500 km/
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Introduction to Hirotec Worldwide Operation Page 11

97,500 km/

CO 6,143 kg/

Introduction to Hirotec Worldwide Operation Page 12
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Introduction to Hirotec Worldwide Operation Page 13

Introduction to Hirotec Worldwide Operation Page 14
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